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世
界
に
羽
ば
た
く
若
手
ダ
ン
サ
ー
の
登
竜
門

と
し
て
名
高
い
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
国
際
バ
レ
エ
コ
ン

ク
ー
ル
。
第
40
回
を
記
念
す
る
こ
と
し
２
月
の

大
会
で
、
厚
木
市
在
住
（
小
鮎
中
学
校
卒
業
）

の
菅す

が
い
ま
ど
か

井
円
加
さ
ん
（
17
）
が
優
勝
し
た
。

　

姉
が
踊
る
姿
に
憧
れ
、
バ
レ
エ
を
始
め
た
の

は
３
歳
の
こ
ろ
。
６
歳
で
入
っ
た
バ
レ
エ
教
室

で
最
良
の
指
導
者
に
出
会
い
、
全
て
を
舞
踏
に

注
ぎ
込
ん
で
き
た
。

　

学
校
が
終
わ
る
と
、
時
間
を
惜
し
ん
で
鏡
の

前
に
立
ち
続
け
た
。
手
作
り
の
ト
ー
シ
ュ
ー
ズ

は
、
繰
り
返
さ
れ
る
練
習
の
た
め
に
、
わ
ず
か

１
週
間
で
履
き
つ
ぶ
さ
れ
る
。
す
っ
と
伸
び
た

背
筋
と
、
何
度
も
マ
メ
を
つ
ぶ
し
て
硬
く
な
っ

た
爪
先
が
、
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
日
々
を
物

語
っ
て
い
る
。

　

思
う
よ
う
に
踊
れ
ず
、
バ
レ
エ
を
辞
め
よ
う

と
思
っ
た
こ
と
も
た
び
た
び
あ
っ
た
。
そ
ん
な

時
も
「
こ
こ
で
諦
め
た
ら
自
分
に
負
け
た
こ
と

に
な
る
」
と
、
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
た
。
練

習
に
打
ち
込
む
こ
と
で
、
い
く
つ
も
の
壁
を
乗

り
越
え
て
き
た
。

　

ダ
ン
サ
ー
は
、
観
客
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
で

成
長
す
る
。
繰
り
返
し
音
楽
を
聴
き
込
み
、
よ

り
独
創
性
の
高
い
表
現
と
は
何
か
を
追
求
し
続

け
る
。
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
で
見
せ
た
他
を
寄
せ
付
け

な
い
存
在
感
と
卓
越
し
た
表
現
力
は
、
こ
う
し

た
積
み
重
ね
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
。

　
「
世
界
中
の
人
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
ダ
ン

サ
ー
に
な
り
た
い
」。
今
、
大
き
な
舞
台
へ
と

続
く
扉
が
、
開
き
始
め
た
。
未
来
を
見
つ
め
る

瞳
は
、
美
し
く
輝
い
て
い
る
。

4
春の全国交通安全運動

「安全は 心と時間の ゆとりから」
４月６日〜15日

瞳
は
未
来
を
見
つ
め
て
輝
い
て
い
る

目
　
次

こちらから

２面　エネルギー構想の策定に向けて
太陽光や水力といった再生可能な自
然エネルギーの活用に向け、検討を
続ける委員会の中間報告を紹介。

3面　市役所の事務室が変更
4月1日の組織改正に伴い、一部変更
となった市役所の事務室の配置をお
知らせします。

4・5面　特集・金環日食を見逃すな！
5月21日、市内で173年ぶりに見られ
る金環日食。当日に備え、日食の仕組
みや正しい見方などを特集で紹介。

6・7面　タウンガイド

講座・催し・募集・子育て・スポー
ツ・お知らせなど、暮らしに役立つ
便利な情報を満載。

菅井円加さん、17歳。
くったくのない笑顔
からは、厳しい練習
の日々は伝わってこ
ない。（市文化会館
大ホール）

子どもや高齢者を、交通
事故から守りましょう。

写真提供 時事通信社
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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
検
討
委
員
会
は
、

あ
つ
ぎ
元
気
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
想
の
策
定

に
向
け
て
こ
れ
ま
で
の
提
言
や
意
見
を
ま
と

め
て
い
ま
す
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
想
は
、

太
陽
光
発
電
を
は
じ
め
と
す
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
計
画
的
に
導
入
す
る
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と
有

効
利
用
を
推
進
す
る
持
続
可
能
な
ま
ち
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

目
標
達
成
の
た
め
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
想
の
策
定
に
向

け
て
、
次
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
検
討
・

推
進
し
て
い
ま
す
。

①
太
陽
光
発
電
の
導
入
推
進

　

大
規
模
太
陽
光
発
電
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）

事
業
の
誘
致
、
遊
休
地
や
公
共
施
設
へ
の
太

陽
光
発
電
設
備
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

②
「
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
」
の
検
討

　

森
林
再
生
に
よ
る
間
伐
材
を
利
用
し
た

チ
ッ
プ・ペ
レ
ッ
ト
材
の
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

③
「
小
水
力
発
電
」
の
検
討

　

市
内
の
河
川
や
農
業
用
水
路
な
ど
を
利
用

し
た
小
水
力
発
電
の
設
置
や
発
電
し
た
電
気

の
利
用
を
検
討
し
ま
す
。

④
「
小
規
模
風
力
発
電
」
の
検
討

　
石
油
や
石
炭
な
ど
の
限
り
あ
る
化
石
燃
料
か
ら
、
太
陽
光
や
水
力
な
ど
の
枯
渇
し
な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
れ
ら
を
検
討
す
る
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
検
討
委
員
会
」
を
昨
年

８
月
に
発
足
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
の
中
間
報
告
を
し
ま
す
。

あ
つ
ぎ
元
気
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
想
の
策
定
に
向
け
て

検
討
委
員
会
が
中
間
報
告

元
気

「あつぎ映画祭」で女優の岸惠子さんと

　

３
月
10
・
11
日
、「
あ
つ
ぎ
映
画
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、
こ
の

映
画
祭
を
企
画
さ
れ
た
矢
島
実
行
委
員

長
を
は
じ
め
、関
係
者
の
皆
さ
ん
の「
文

化
芸
術
で
、
新
し
い
街
づ
く
り
を
」
と

い
う
情
熱
と
、
映
画
を
愛
す
る
た
く
さ

ん
の
来
場
者
の
皆
さ
ん
の
思
い
で
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

11
日
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
は
、
当
日

上
映
さ
れ
た
２
本
の
映
画
で
主
役
を
務

め
ら
れ
た
女
優
の
岸
惠
子
さ
ん
を
お
招

き
し
ま
し
た
。幼
い
こ
ろ
、厚
木
で
過
ご

さ
れ
た
経
験
を
お
持
ち
の
岸
さ
ん
は
、

「
厚
木
が
大
好
き
。
今
で
も
時
折
、懐
か

し
く
思
い
出
し
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
厚
木
の
思
い
出
話
と
と
も
に
東
日

本
大
震
災
の
復
興
に
寄
せ
る
思
い
な
ど

を
語
ら
れ
る
そ
の
姿
に
、
岸
さ
ん
の
国

際
派
女
優
と
し
て
の
気
品
と
、
ぬ
く
も

り
あ
ふ
れ
る
お
人
柄
を
感
じ
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
「
あ

つ
ぎ
映
画
祭
」
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
多
く
の
文
化
芸
術
に
触
れ
、
輝

き
続
け
る
ス
テ
ー
ジ
を
用
意
し
て
ま
い

り
ま
す
。
文
化
芸
術
を
通
し
て
、
心
豊

か
な
生
活
と
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
育
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

トピック 環境

　

風
の
通
り
道
に
マ
イ
ク
ロ
風
力
発
電
の
設

置
や
、
発
電
し
た
電
気
の
利
用
（
市
街
地
の

時
計
や
サ
イ
ン
標
示
な
ど
）を
検
討
し
ま
す
。

環
境
に
優
し
い
ま
ち
に
向
け
て

　

住
宅
用
の
一
般
的
な
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
（
3
・
３
ｋ
Ｗ
）
を
設
置
し
た
場
合
、
年

間
約
３
５
０
０
ｋ
Ｗ
ｈ
の
発
電
が
見
込
ま

れ
、
ほ
ぼ
一
世
帯
あ
た
り
の
年
間
使
用
電
気

量
に
相
当
し
ま
す
。
さ
ら
に
走
行
中
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
し
な
い
電
気
自
動
車
や
電
力
の
ピ
ー

ク
シ
フ
ト
に
有
効
な
蓄
電
池
の
利
用
を
合
わ

せ
る
と
、
年
間
で
は
一
世
帯
あ
た
り
約
３
㌧

（
直
径
１
㍍
の
風
船
３
千
個
分
）の
Ｃ
Ｏ
２
削

減
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、家
庭
に
お
け
る
「
創
エ
ネ
」「
蓄

エ
ネ
」「
省
エ
ネ
」
を
推
進
す
る
た
め
、住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
や
電
気

自
動
車
購
入
な
ど
に
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
た
に
家
庭
用
蓄
電
池
の
購
入

補
助
を
実
施
す
る
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
を
促
進
し
、
環
境
に
優
し
い
ま

ち
を
目
指
し
ま
す
。

問
環
境
総
務
課
☎
225
局
２
７
４
６

●川島委員長（神奈川工科大学工学部　機械工学科教授）
　再生可能エネルギーの普及のチャンス～原発停止に
より、現在は石油や天然ガスなどの化石燃料で発電し
ています。この発電により、大量の温室効果ガスが発
生し、オゾンホールの拡大が心配です。創エネ・蓄エ
ネ・省エネを連携し、エネルギー消費量を抑えましょ
う。今が普及の絶好のチャンスです。
●大泉副委員長（県央経営者会会長）
　事業者の立場で再生可能エネルギーに貢献～再生可
能エネルギーの中で最も利用可能なものが太陽光で
す。県央経営者会では、ソーラー都市推進特別委員会
を設置し、講習会や施設見学などを重ね、事業者とし
ての立場で再生可能エネルギーの普及に貢献したい。
●小林委員（東京工芸大学工学部　建築学科教授）
　小型風車活用の提案～大型風車の設置は風量や地形
上などの課題があります。小型風車は発電量が少ない
ですが、太陽光と風力を組み合わせて、電気供給のな
い場所の防犯灯の電力などに活用し、エネルギーの地
産地消を進めましょう。
●大西委員（東京農業大学応用生物科学部 醸造科学科助教）
　バイオマスエネルギーで地域に活力を～木質ペレッ
トなどのバイオマス燃料の活用には、林業を地域の一
次産業として培い、これを工業製品の原材料として利
用し、その残さや不要物を燃料として利用する循環シ
ステムを構築して、地域の雇用と経済の発展と地域エ
ネルギーの創出につなげることが大切です。
●�上田委員（日産自動車（株）企画・先行技術開発本部
技術企画部エキスパートリーダー）
　電気自動車を利用したスマートエコシティ構築～再
生可能エネルギーを普及するには、蓄電池の活用が不
可欠です。太陽光などで発電した電力を電気自動車の
蓄電池に充電し、新たな社会投資を抑えた自立分散型
スマートエコシティの構築を目指しましょう。何より
市民との協働の検討が必要です。
●松本委員（東京電力（株） 平塚支社副支社長）
　節電・省エネと合わせ新たなエネルギーの仕組みづ
くりが必要～官民含め節電・省エネ運動を積極的に取
り組んでいる中、社会基盤としてエネルギーシステム
の在り方について、関心が集まっています。特に熱利
用や小規模エネルギーなど利用されていないエネル
ギーを積極的に活用し、新たな仕組みづくりを構築す
る必要があると考えます。
●山口委員（神奈川県太陽光発電推進課長）
　広域的な協力体制の下、再生可能エネルギーを発信
～将来にわたり安定的なエネルギーを確保するため、
「かながわスマートエネルギー構想」「あつぎ元気地域
エネルギー構想」を推進し、厚木から神奈川そして全
国に「元気」を発信していきましょう。
●北村委員（厚木市理事）
　民学産官協働でエネルギーの転換を～化石燃料の枯
渇に備え、民学産官協働でエネルギー転換を着実に進め
ましょう。大規模災害時にも都市機能が維持できる備え
が欠かせません。再生可能エネルギーはこのような面
でも有効なので積極的に推進していく必要があります。

再生可能エネルギー検討委員会

　再生可能エネルギーは、太陽光や風力、水
力、地熱など無限に利用することができるエ
ネルギーを指します。石油や天然ガスなどの

化石燃料に比べ、二酸化
炭素などの温室効果ガス
の排出も少なく、環境に
優しいエネルギーとして
注目が集まっています。

再生可能エネルギーとは

委員からの提案を紹介委員からの提案を紹介
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組
織
改
正

ト
ピ
ッ
ク

　市民の皆さんに身近で分かりやすい市役所にするため、４月
１日から新しい組織がスタートしました。これに合わせ、事務
室の配置も一部変更。便利で使いやすい市役所に生まれ変わり
ました。

　

今
回
の
組
織
改
正
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
基
と
な
る
「
厚
木
市
総
合
計
画
（
第

9
次
）」
の
具
体
的
な
事
業
を
定
め
た
実
施

計
画
（
第
2
期
）
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、

実
施
し
ま
し
た
。
市
民
協
働
の
よ
り
一
層
の

推
進
や
危
機
管
理
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
新
た
な
部
を
設
置
。
こ
の
ほ
か
、

類
似
業
務
を
集
約
す
る
な
ど
組
織
体
制
を
見

直
し
ま
し
た
。

　

事
務
室
の
変
更
は
、
今
回
の
組
織
改
正
に

合
わ
せ
て
実
施
し
た
も
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
便
利
で
使
い
や
す
い
市
役
所
を
目
指
し

て
配
置
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
ニ
ー
ズ
や
課

題
解
決
な
ど
に
、
的
確
で
効
率
的
に
対
応
す

る
組
織
を
整
え
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
一

層
の
向
上
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
行
政
経
営
課
☎
225
局
２
２
８
０

　

新
し
い
組
織
の
詳
し
い
内
容
は
、
３
月
１

日
発
行
の「
広
報
あ
つ
ぎ
・
特
別
号
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

便利で機能的な市役所に

事務室が変わりました
129
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厚木中央公園

ホテル

バスセ
ンター

厚木シティプラザ

にぎわい処・番屋
大手公園

厚木公園

商工
会議所
会館

市役所（本庁舎）

総合福祉センター

市役所（第2庁舎）

保健センター
パートナーセンター

本厚
木駅

BG A

F
D

C

E

16階 ●16階会議室A・B・C

15階 ●河川ふれあい課（☎225局2380）●公園緑地課（☎225局2410）
●農業委員会事務局（☎225局2480）●農業委員会会議室

14階
●下水道総務課（☎225局2361）●下水道施設課（☎225局2363）
●中心市街地整備課（☎225局2470）
●まちづくり事業課（☎225局2860）●土地利用推進課（☎225局2769）

13階 ●建築指導課（☎225局2430）●まちづくり指導課（☎225局2420）
●開発審査課（☎225局2440）●監査事務局（☎225局2730）

12階 ●契約検査課工事検査係（☎225局2090）●都市計画課（☎225局2401）
●住宅課（☎225局2330）●建築課（☎225局2331）

11階 ●道路整備課（☎225局2310）●道路用地課（☎225局2342）
●11階会議室

10階 ●道路管理課（☎225局2300）●道路維持課（☎225局2320）
●国県道調整課（☎225局2350）●10階会議室

9階 ●教育研究所（☎225局2680）

8階 ●農業振興課（☎225局2800）●産業振興課（☎225局2831）
●観光振興課（☎225局2820）

7階 ●こども家庭課子育て家庭相談担当（☎225局2244）
●環境総務課（☎225局2749）●生活環境課（☎225局2752）

6階 ●青少年教育相談センター（☎225局2520）

5階
●教育長室●教育総務課（☎225局2600）
●保健給食課（☎225局2651）●学校施設課（☎225局2601）
●教職員課（☎225局2602）●文化財保護課（☎225局2509）

4階 ●学校教育課（☎225局2660）●社会教育課（☎225局2513）
●スポーツ課（☎225局2531）●教育委員会会議室

3階

●市民協働推進課市民協働推進係、地域づくり推進係（☎225局2101）
●生涯学習課（☎225局2512）
●くらし安全課生活安全係、交通安全係（☎225局2148）
●セーフコミュニティ推進課（☎225局2865）

2階 ●福祉総務課福祉政策係（☎225局2200）
●生活福祉課（☎225局2211）●福祉事務所会議室

1階 ●障がい福祉課（☎225局2221）
●こども育成課こども政策係（☎225局2262）●保育課（☎225局2231）

市役所（第2庁舎） （地図B）

5階 ●議場●正副議長室●議会総務課（☎225局2700）
●議員会派控室●第1・2委員会室●理事者控室

4階
●市長室●副市長室●秘書課（☎225局2009）●企画政策課（☎
225局2450）●情報政策課（☎225局2459）●職員課（☎225局2070）
●危機管理課（☎225局2190）●大会議室A・B

3階

●広報課（☎225局2040）●行政経営課（☎225局2280）●文書法
制課（☎225局2181）●契約検査課物品契約係、工事契約係（☎
225局2080）●財政課（☎225局2170）●財産管理課（☎225局2083）
●選挙管理委員会事務局（☎225局2490）●会計課審査第一係、
審査第二係（☎225局2151）●特別会議室●第1・2・3・4・5会議
室●記者室

2階

●市民税課（☎225局2012）●資産税課（☎225局2030）●収納課（☎
225局2020）●高齢福祉課（☎225局2220）●介護保険課（☎225局
2240）●国保年金課長寿医療係（☎225局2223）●こども家庭課
母子支援係、手当・医療係（☎225局2241）

1階

●市民課市民係、記録係（☎225局2110）●国保年金課国保給付係、
国保保険料係、国保収納係、国民年金係（☎225局2120）
●総合相談コーナー●市民協働推進課市民相談係（☎225局2100）
●会計課出納係（☎225局2150）●市政情報コーナー（☎225局2184）
●市民ホール

市役所（本庁舎） （地図A）

7階 ●神奈川工科大学厚木市子ども科学館（☎221局4152）

6階 ●ヤングコミュニティセンター

5階 ●ヤングコミュニティセンター（☎221局1110）
●青少年課（☎225局2580）

4階～
2階、
B1

●中央図書館（☎223局0033）

厚木シティプラザ （地図E）

4階 ●くらし安全課消費生活センター（☎225局2155）

厚木商工会議所会館 （地図G）

1階 ●商業にぎわい課（☎225局2840）

にぎわい処・セーフティーステーション番屋（地図F）

5階
●こども育成課こどもふれあい係（☎225局2582）
●ファミリー・サポート・センター（☎225局2933）
●子育て支援センター（☎225局2922）

4階 ●福祉総務課発達支援係（☎225局2245）

1階 ●福祉総務課施設管理係（☎225局2525）

総合福祉センター （地図C）

3階 ●人権男女参画課（☎225局2215）

1階 ●健康医療課（☎225局2174）●健康づくり課（☎225局2201）

保健センター・パートナーセンター （地図D）

1階 ●市民課斎場管理係（☎281局8595）

斎場 （下古沢548）
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月食の様子。完全な月食（中央）になると、地球の
周りから光が回り込み、赤黒く見える。

太陽→月→地球が一直線になったときに日食が起こ
る。太陽→地球→月の順に並ぶと月食が起こる。

【金環日食】月が地球から離れて小さく見えるとき
に太陽と重なると、太陽が月の周りからはみ出し、
金の輪が映し出される。

【皆既日食】月が太陽と同じくらいのときに起こる。

日食の仕組みや正しい観察方法など、あゆコロ
ちゃんの冒険を通じて分かりやすく解説します。

◆日食の見方教えます
日食を安全に観察できるピンホール望遠鏡を作ります。
屋上で実際に太陽を観察します。
《日時》4月28日、5月19日
①10時〜　②13時30分〜（各１時間30分）
《定員》小学生以上の方各回30人
《費用》無料
申 4月7日（市外の方は8日）から受け付け。申し込み順。

◆金環日食観察会
日食グラスや太陽望遠鏡などを使い、安全な方法で
日食を観察します。
《日時》5月21日　6時〜9時10分
《定員》100人
《費用》500円（日食グラス代）
申4月5日〜20日。市内の方優先。抽選。ウェブ申 110887

　いずれも会場は、子ども科学館。申し込みは、各申し込み日
に電話で子ども科学館へ。
問神奈川工科大学厚木市子ども科学館　☎221局4152
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金環日食は子ども科学館で

プラネタリウム「コスモシアター」

あゆコロちゃんの冒険
金環日食の巻

金
環
日
食
を

見
逃
す
な
！

１
７
３
年
ぶ
り
の
奇
跡

望遠鏡から太陽投影板
に映し出されたものを
見る

道具が何もなければ、
木漏れ日を見てみよう

小さな手鏡に反射さ
せ、遠くの壁に映した
ものを見る

紙に小さな穴を開け、
地面などに映し出して
見る

市販の日食専用グラ
ス。直接見られるのは
これだけ

ボクの番組も
見に来てね！

絶賛上映中

　あれほど大きさが違う太陽と月がぴ
たりと重なる偶然、というよりも奇跡
の瞬間は、何物にも代えがたい素晴ら
しさがあります。コロナが広がる皆既
日食も素敵ですが、金環日食で現れる
黄金のリングもまた格別です。
　それが市内で見られるなんて、とて
も幸運なこと。皆さんにもぜひ、あの
感動を体験してもらいたいと思います。

（子ども科学館・科学指導員）
87年に初めて金環日食を見て以
来の日食マニア。日食を求めて、
世界各国に足を運ぶ。一番のお
気に入りは、南極で見た白夜で
の皆既日食

城所志保 さん

　日食が見られるのは、月の影の中心
が通過する金環食帯という地域だけ
（下図網掛け部分）。今回、厚木市は、
この金環食帯の中心という恵まれた場
所にあり、完全な「金の輪」を見るこ
とができるでしょう。数分間の現象で
すが、太陽・月・地球が動いているこ

とやその運動を正確に予
測する科学の力を実感で
きるまたとない機会です。
　安全な方法で観察して
いただき、一人でも多く
の皆さんが、宇宙の素晴
らしさを体験していただ
けることを願っています。

自然科学研究機構国立天文台
天文情報センター広報室長・
総合研究大学院大学教授

渡部潤一 さん

厚木市は
絶好の観測地

何物にも代えがたい
素晴らしさ

5月27日までの毎日、15時30分～（約45分）。200円（中学生
以下50円）申当日、観覧券を販売。問神奈川工科大学厚木市
子ども科学館　☎221局4152 図1図2図3

図4

太陽

月
地球

>

黒い下敷き

ネガフィルム
サングラス
ゴーグル

望遠鏡で見る
直接見る

すすの付いた
ガラス

これは危険！　絶対にやらないで日食は安全な方法で観察しよう！

５月21日

金環日食 7:327:37終了9:02 スタート6:19

プラネタリウムや実験教室を担当。太陽系
天文学を専門とし、研究成果を国内外の学
会で多数発表するほか、テレビ番組で解説
などもしている。

菅原　賢 さん　（子ども科学館・職員）

<

金環
日食
が見
える

⬇ 厚木市

月が
太陽
の中
心を
通過

金環
日食
が見
える⬇

ⒸNASA
平成23年12月10日に起きた皆既月食
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存会･西海☎090･4123･4397。

総合計画審議会委員を募集
　市総合計画に関して、審議して
いただく委員を募集します。
　《対象》①市内在住在勤在学の
応募日現在18歳以上②ほかの付属
機関の委員でない③市の職員や議
員でない④平日昼間に開催する会
議（年3回程度）に出席できる―の
全てを満たす方3人《任期》5月29日
から2年間《報酬》1日7,800円（交通
費含む）申企画政策課にある申込
書（市ホームページからダウン
ロード可）に必要事項と応募動機
を書き、直接または郵送、ファク
ス、Ｅメールで4月16日（消印有効）
までに〒243-8511企画政策課☎
225局2455･薨225局3732･e-mail
=1100@city.atsugi.kanagawa.
jpへ。選考あり。

福祉サービス事業見直し検
討委員会委員を募集

　高齢者や障がい者の福祉サービ
ス事業について、検討していただ
く委員を募集します。
　《対象》①市内在住在勤在学の18
歳以上②平日昼間に開催する会議
に出席できる（年6回程度）③ほか
の付属機関の委員でない④市の職
員や議員でない―の全てを満たす
方2人《任期》平成25年3月31日ま
で《謝礼》1回6,000円（交通費、税
含む）。申高齢福祉課にある申込
書（市ホームページからダウン
ロード可）に必要事項と応募の動
機を書き、直接または郵送で4月16
日（必着）までに〒243-8511高齢福
祉課（☎225局2224）へ。選考あり。

七沢自然ふれあいセンター
臨時職員を募集

　《対象》心身ともに健康で19歳
以上の方《内容》利用者（市内小
中学校、団体など）の活動支援と
事務補佐《期間》5月1日～9月30
日（更新可）《時間》8時30分～17
時15分（1カ月11日程度）《給与》
時給905円。申市販の履歴書に写
真を貼り、直接または郵送で4月
13日（必着）までに〒243-0121七
沢2440七沢自然ふれあいセンター

（☎248局3500）へ。面接を予定。

七沢フレンズを募集
　七沢自然ふれあいセンターの事
業を手伝っていただける中･高校
生のボランティアを募集します。
　《対象》市内在住の中･高校生で
年間12回程度の研修に3分の2以上
出席し、子ども自然体験教室など
の自主事業に参加できる方30人

《内容》事業への参加とボランティ
ア研修（宿泊あり）《期間》4月か
ら1年間。申4月20日までに、七沢
自然ふれあいセンター☎248局
3500へ。申し込み順。

臨時職員を募集
　《職種と人数》保健師若干名、
精神保健福祉士1人《業務内容》
保健指導、メンタルヘルス相談な
ど。応募資格や勤務場所、賃金な
どの詳細はお問い合わせくださ
い。問健康づくり課☎225局2201。

元気いきいき「物忘れ予防
･脳いきいき教室」

　5月24日 ～7月12日 の 毎 週 木 曜
（全8回）。14時～16時。パートナー
センターほか。軽運動を取り入れ
た認知症予防。市内在住で65歳以
上の方25人（要支援または要介護
の認定の方を除く）。無料。申直接、
電話またはハガキ、ファクスに教
室名、〒住所、氏名、生年月日、電話
番号を書き、4月20日（必着）までに
〒243-8511高 齢 福 祉 課 ☎225局
2388･薨221局1640へ。抽選（初め
ての方を優先）。ウェブ申 110830

応急手当普通救命講習会
　4月21日、9時～12時。睦合分署

（三田1475-1）。心肺蘇
そ

生
せ い

、大出血
時の止血法、自動体外式除細動器

（AED）の取り扱いなど。市内在
住在勤在学の中学生以上の方30
人。無料。申4月10日までに救急
救命課☎223局9365へ。抽選。ウェ
ブ申 110924

からだいきいき運動教室
　①Ａコース＝5月11日～7月27日
の金曜（全12回）。13時～14時50分。
総合福祉センター。定員30人。②
Ｂコース＝5月9日～7月25日の水
曜（全12回）。10時～12時。南毛
利スポーツセンター。定員30人。
③Ｃコース＝5月8日～7月31日の
火曜（全12回）。10時～12時。荻
野運動公園。定員30人。④Ｄコー
ス＝5月11日～7月27日の金曜（全
12回）。15時～16時50分。総合福
祉センター。定員30人。
　いずれも対象は、市内在住で65
歳以上の方（要支援、要介護認定
の方を除く）。無料。申直接、電
話またはハガキ、ファクスに教室、
コース名、〒住所、氏名、生年月
日、電話番号を書き、4月16日（必
着）までに〒243-8511高齢福祉課
☎225局2388･薨221局1640へ。 抽
選（A～Cコ ー ス は 未 受 講 者 優
先）。ウェブ申 ①110857②110858③
110859④110860

○4月中に申請が必要な手当
●市障害者福祉手当
　《対象》4月1日時点で、市内在
住の①身体障害者手帳1～4級②知
能指数75以下③精神障害者保健福
祉手帳1･2級の方。
※既受給者は、申請事項に変更が
ない限り申請は不要です。
○その他、申請が必要な手当
●特別障害者手当
　《対象》日常生活において、常
時特別の介護を必要とする在宅重
度障がい者（20歳以上）で条件を
満たしている方。施設入所中の方
や病院などに継続して3カ月以上
入院している場合は支給されませ
ん。所得が一定の額を超えている
場合は、支給停止となります《月
額》26,260円（4月1日現在）《支
給月》5・8・11・2月《必要なもの》
指定の診断書、所得状況届、市民
税･県民税証明書（1月1日時点で
住民登録がない方）、本人の預金
通帳、印鑑など。
●障害児福祉手当
　《対象》日常生活において、常
時特別の介護を必要とする在宅重
度障がい児（20歳未満）で条件を
満たしている方。施設入所中の方
は支給されません。所得が一定の
額を超えている場合は、支給停止
となります《月額》14,280円（4
月1日現在）《支給月》5・8・11・
2月《必要なもの》指定の診断書、
所得状況届、市民税･県民税証明
書（1月1日時点で住民登録がない
方）、本人の預金通帳、印鑑など。
●障害者介護手当
　《対象》自力で食事、入浴、排
せつなどができない在宅重度障が
い者（15歳以上）を常時介護され
ている方。障がい者が市内に6カ
月以上居住し、条件を満たしてい
る場合に支給《月額》5,000円（9・
3月に半年分を支給）《必要なもの》
身体障害者手帳または療育手帳、
印鑑。※申請には、民生委員の確
認印が必要となります。
《世界自閉症啓発デー》
　毎年4月2日は、「世界自閉症啓
発デー」です。自閉症などの発達
障害について、理解を深めましょ
う。問障がい福祉課☎225局2221。

都市再生整備計画事後評価
結果の公表について

　市では、平成19年度に都市再生
整備計画の事業採択を受け、本厚
木駅周辺地区と下古沢･上古沢周
辺地区の整備に取り組んできまし
た。今後のまちづくりに生かして
いくため、事後評価を実施しまし
たので、結果を公表します。結果
は市ホームページや市役所本庁舎
1階市政情報コーナーで閲覧でき
ます。問企画政策課☎225局2450。

古民家岸邸開館日時の変更
　5月〜9月は10時〜17時、10月〜
3月は10時〜15時になります。休
館日は、月･火曜（祝日と重なる
場合はその翌日）、年末年始です

（臨時休館あり）。問郷土資料館☎

225局2515。

中町立体駐車場「耐震改修済
建築物の適合マーク」の取得

　中町立体駐車場の耐震補強工事
が完成し、「耐震改修済建築物の
適合マーク」を取得しました。問
環境みどり公社☎225局2778。

総合福祉センター水浴訓練
室の日程表の配布

　総合福祉センター1階窓口で配
布します。問総合福祉センター☎
225局2525。

健康づくり大学「温泉とノ
ルディックウオーキング」

　4月18日、9時30分 ～15時（ 小 雨
実施）。東丹沢七沢温泉郷（東丹沢
七沢観光案内所集合）。森林セラ
ピー基地をノルディックウオーキ
ング（約4～6㌔）で歩き、旅館で
食事と入浴を楽しむ。定員40人。
3,000円（食事、入浴代含む）。申4
月11日までに東丹沢七沢観光案内
所☎248局1102へ。申し込み順。

インターナショナルティーサロン
　4月8日、14時～16時。パートナー
センター。外国籍市民との交流会
と社交ダンス（日本語でのおしゃ
べりも可）。100円または茶菓子1品
持ち寄り。申当日直接会場へ。問人
権 男 女 参 画 課 ☎225局2215。
210020

4月青春劇場スケジュール
　7日＝唄う！青春劇場カラオケ
大会。17時～18時。入場料1,000円。
14日＝青春のパフォーマンス。17
時～18時。入場料300円。28日＝
あつぎ青春劇場落語会（三遊亭き
つつきによる落語会）。11時～12
時30分。入場料500円。
　いずれも会場は、イオン厚木店
8階特設会場。問にぎわい処☎225
局2840。

市民ふれあいマーケット出店者を募集
　5月13日、10時～14時（雨天の
場合は5月20日）。厚木中央公園。
家庭で不用になった物の販売。市
内在住（高校生以下は不可）の方
130店舗。500円。申往復ハガキに、
〒住所、氏名（参加者全員）、電
話番号、販売品目、自動車使用の
有無（使用する場合は車種とナン
バー）を書き、4月16日（消印有効）
までに〒243-8511環境総務課内市
民ふれあいマーケット実行委員会

（☎225局2780）へ。公募 310050

相模国飯山白龍太鼓保存会
創立35周年記念公演

　4月29日、18時30分～（18時開場）。 
文化会館。日ごろの練習の成果を
披露する記念公演。無料。申ファク
スに〒住所、氏名、電話番号、チ
ケット枚数を書き、4月21日までに
飯山白龍太鼓保存会薨241局7331
へ。申し込み順。当日は、送付した
ファクスをチケットと引き換えま
すので必ずお持ちください。問保

広報番組4月 の ガ イ ド
4月1日〜10日 ◆あつぎアウトドアフェスタ2012

4月11日〜20日 ◆第48回あつぎ飯山桜まつり
江東区若州公園キャンプ場で開かれるイベントを紹介

多彩な催し物でにぎわう厚木の春の風物詩をリポート
CATV放送時間（15分）
  ①12時～
  ②19時30分～
  ③22時45分～
※内容は変更する場合があります

番 組 は ホ ー ム
ページ動画配信

CATV放送
開始後に配信あつぎ元気Wave 検 索
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度内1人1回、年齢は年度内に到達
する年齢）に人間ドック助成券（平
成25年3月31日まで有効）を送付
します。申健診機関に予約後、国
保年金課☎225局2120へ。健診機
関･受診日が未定の方も受け付け
ます《助成方法》指定健診機関（下
表参照）で受診＝当日、人間ドッ
ク助成券と保険証をお持ちくださ
い。助成金額を差し引いた額で受
診できます。指定健診機関以外（県
内）で受診＝当日は、保険証をお
持ちの上で費用を全額支払い、平
成25年3月31日までに助成金交付
申請書に受診結果の写しを添えて
直接国保年金課へ。
《指定健診機関一覧》

名　称 所在地

厚木胃腸科医院 妻田南 1‒16‒36
☎ 223 局 1155

厚木佐藤病院 小野 759
☎ 247 局 1211

新井医院 旭町 1‒27‒5
☎ 229 局 4341

荻野クリニック 下荻野 1101‒1
☎ 242 局 3062

かすやクリニック 上依知 3002
☎ 284 局 1266

かとうクリニック 旭町 4‒1‒2
☎ 220 局 0330

近藤病院 東町 3‒3
☎ 221 局 2375

笹生循環器
クリニック

旭町 5‒47‒1
☎ 227 局 1919

ＪＡ厚生連保健
福祉センター

酒井 3132
☎ 229 局 3731

湘南厚木病院 温水 118-1
☎ 223 局 7815

仁厚会病院 中町 3‒8‒11
☎ 221 局 3330

せいきょうあつぎ
診療所

水引 2‒8‒29
☎ 223 局 3325

東名厚木メディカルサテライ
トクリニック健診センター

船子 224
☎ 229 局 1937

はせべ内科医院 戸室 1‒32‒3
☎ 295 局 1241

ヘルスケア
クリニック厚木

中町 3‒6‒17
☎ 223 局 1150

本厚木メディカル
クリニック

泉町 3‒14
☎ 227 局 6211

箕浦メディカル
クリニック

関口 823‒1
☎ 245 局 0146

森の里病院 森の里 3‒1‒1
☎ 247 局 2121

山口胃腸科
クリニック

中町 3‒18‒19
☎ 222 局 0526

愛川北部
クリニック

愛川町角田 282‒1
☎ 284 局 2323

平和クリニック 愛川町中津 1709
☎ 285 局 8801

　後期高齢者医療保険に加入して
いる方にも同様に助成します。問
国保年金課☎225局2223。

母子･父子家庭への助成
■母子家庭等児童就学祝金
　《対象》ことし小中学校または
高校（高等専門学校、学校教育法
に定める専修学校、各学校を含む）
などに入学する母･父子家庭で4月
1日現在、市内在住の児童･生徒と
同居し養育している方《支給額》
小 学 校 ＝10,000円、 中 学 校 ＝

13,000円、高校など＝15,000円。
高校などに入学の場合、合格通知
書などの写しを添付してください。
■母子等福祉手当金
　《対象》市内在住の母･父子家庭
や父母のいない家庭で、義務教育
終了前の児童と同居し養育してい
る方《支給月額》小学校入学前の
児童1人につき1,500円、小学校在
学中の児童1人につき2,000円、中
学校在学中の生徒1人につき3,000
円《支給月》5･11月。
■母子家庭等家賃助成
　《対象》①母･父子家庭などで、
同居し養育する子どもが18歳に達
する年度まで②市内在住③毎月1
～6万円の家賃を支払っている④
生活保護法の住宅扶助を受けてい
ない―の全てに該当する方《助成
月額》1,300円～10,000円の8段階
《支給月》8･12･4月にそれぞれの
前月分までを支給。所得制限あり。
　いずれも申し込みは、4月27日
までにこども家庭課（☎225局
2241）へ。新規申請の場合は、戸
籍謄本などが必要です。詳細はお
問い合わせください。

障害者福祉サービスのご案内
◆福祉タクシー利用券助成
　《対象》①身体障害者手帳1･2
級（視覚･腎臓機能障害は3級まで）
②知能指数35以下③身体障害者手
帳3級で知能指数50以下④特定疾
患の重症認定患者で自己負担額が
ない⑤精神障害者保健福祉手帳1
級―のいずれかに該当する方《助
成》福祉タクシー利用券（600円）
を年間48枚（1月当たり4枚）交付
《必要なもの》身体障害者手帳、
療育手帳、難病特定疾患医療受給
者証（自己負担額のない方）また
は精神障害者保健福祉手帳、印鑑。
◆自己運転ガソリン購入券助成
　《対象》自己所有車を自ら運転
する身体障害者手帳1～3級の方
《助成》ガソリン購入券（1,200円）
を年間24枚（1月当たり2枚）交付
《必要なもの》身体障害者手帳、
運転免許証、車検証、印鑑。
◆家族運転ガソリン購入券助成
　《対象》①身体障害者手帳1･2級
（視覚･腎臓機能障害は3級まで）
②知能指数35以下③身体障害者手
帳3級で知能指数50以下―の障が
い者と同居する家族の所有車をそ
の障がい者のために運転する方、
家族所有車を自ら運転する身体障
害手帳1･2級（視覚･腎臓機能障
害は3級まで）の方《助成》ガソリン
購入券（1,200円）を年間12枚（1月
当たり1枚）交付《必要なもの》身
体障害者手帳または療育手帳、運
転免許証、車検証、印鑑。
　いずれも申請は、障がい福祉課
（☎225局2221）へ。助成はいずれ
か1つで、かなちゃん手形購入費
助成と重複しての受給はできませ
ん。助成券の交付枚数は申請月か
ら年度末までの月数分となりま
す。施設に入所している方や病院
などに入院している方は対象にな
りません。

マイタウンクラブ

http://www.mytownclub.com/
［携帯電話は末尾にcp/を］

印の番号でウェブ上からも、詳
しい情報をご覧いただけます。
「ウェブ申」と記されたものは、
ウェブ上から申し込みができます。

市役所への郵便物は「〒243-8511厚木市役所◯◯課」で届きます。申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話番号　 ＝ファクス番号　ウェブ申 ＝ウェブでの申し込み可
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市立病院の地方公営企業法
全部適用移行について
　市立病院の運営形態は、これま
で地方公営企業法の財務規定のみ
の一部適用でしたが、運営を強化
するため4月1日から、組織や職員
の身分取り扱いなどを含む全ての
規定を適用する全部適用に移行し
ます。移行により、医師･看護師不
足などに迅速な対応が可能とな
り、より効率的な病院運営になり
ます。問経営管理課☎221局1570。

本入れバッグの配布
　小学校に入学する児童に本入れ
バッグを配布しています。市立小
学校は各小学校で、私立小学校は
中央図書館で配布します。問中央
図書館☎223局0033。

七沢自然ふれあいセンター
夏休み期間中の受け付け
　小中学校の夏季休業期間中（7
月21日～8月31日）の利用申し込
みを受け付けます。
　《対象》成人責任者が引率する
厚木市、愛川町、清川村の一般団
体（20人以上で構成）《利用期間》
日帰りから4泊5日まで（利用可能
日は市ホームページでご確認くだ
さい）。申4月9日～15日に七沢自
然ふれあいセンター☎248局3500
へ。抽選会を4月21日に開催。

シルバーチケットのご案内
　高齢者が指定の保養施設（宿泊
･入浴施設など）を利用する際に、
料金の一部を助成するシルバーチ
ケット（保養施設等利用助成券）を
交付します。今年度から、市外の保
養施設は廃止。文化会館は、自主事
業（市文化振興財団主催）に加え
共催事業（一部対象外）も対象に
なりました。
　《対象》市内在住の65歳以上の
方《交付期間》平成25年3月31日

まで《助成額》宿泊施設＝1泊1,500
円、日帰りパック＝1回1,000円、
入浴施設＝1回500円、文化会館自
主･共催事業＝1回1,000円。申直
接高齢福祉課（☎225局2224）また
は公民館へ。その場で発行します。

高齢者保健福祉計画･介護
保険事業計画を策定
　第5期高齢者保健福祉計画･介
護保険事業計画（平成24～26年度）
を策定しました。詳細は市ホーム
ページをご覧ください。問高齢福
祉課☎225局2220。

ねんきんネットサービスを提供
　日本年金機構は、国民年金と厚
生年金の加入記録や未加入期間、
未納期間などの年金記録をイン
ターネットで確認できる「ねんき
んネット」を運用しています。市
役所窓口でもこのサービスを提供
しています。自宅などでインター
ネットを利用できない人は、市役
所1階国保年金課で確認できます。
希望者には年金記録を印刷しま
す。サービスを希望する場合は、
運転免許証などの本人確認書類
と、年金手帳（代理人が窓口で確
認する場合は、代理人本人と確認
できる運転免許証などと委任状）、
印鑑などが必要です。問国保年金
課☎225局2121。

人間ドック助成制度
　《対象》①市国民健康保険に加
入している②保険料の滞納がない
世帯③20歳以上（年度内に20歳に
なる方を含む）―の全てを満たす
方《受付期間》5月31日まで（特
定健診との重複受診は不可）《条
件》①人間ドック検査項目（特定
健診の検査項目を含む）の全てを
受診②県内の健診機関で受診③人
間ドック助成券が交付されている
《助成額》20歳～39歳＝25,000円、
40歳～74歳＝20,000円を限度（年
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※65歳以上は住民基本台帳、外国籍市民は外国人登録
原票による

人 　 口

93,222世帯 －前月比77世帯減－

224,039人(男116,525人､女107,514人) 
－前月比142人減－

●65 歳 以 上＝41,992人(男19,662人･女22,330人) 
●外国籍市民＝ 5,456人(男 2,675人･女 2,781人)

（3月1日現在） 世 帯 数

厚木市
の

人　口

～広げよう　みんなの心と　緑の自然～

問くらし安全課☎225局2760・薨221局0260・e-mail=3400@city.atsugi.kanagawa.jp

会場までは路線バスをご利用く
ださい。厚木バスセンター発43
系統で若宮橋下車、または44系
統で森の里センター下車。臨時
駐車場との間を無料循環バスが
運行します。

問広報課☎225局2043

　４月２日から、新
規登録する原動機付
き自転車などのナン
バープレートに、「あ
ゆコロちゃん」の
シールが付きます。
　シールは、「正面」
「笑う」「歩く」の三
種類。対象は、原動
機付き自転車（50cc以下、90cc以下､ 125cc以下）、
ミニカー、小型特殊自動車（農耕用含む）です。

問市民税課☎225局2012

あゆコロちゃんと出掛けよう！
ナンバープレートに
「あゆコロちゃん」が登場

～広げよう　みんなの心と　緑の自然～～広げよう　みんなの心と　緑の自然～
第38回 緑のまつり

≪対象≫満1歳未満の乳児1人につき1個（他
の助成と併用不可）≪助成額≫ヨーロッパ規格
「ECE規則44号」適用のチャイルドシート1個
につき、5,000円（協力店で購入する際に助成
額を差し引きます）。申子どもが生まれてから、

申請者の免許証と母
子手帳、印鑑を持っ
て、くらし安全課へ。
３月31日までにチャ
イルドシートの貸し
出しを利用した方
は、助成を受けられ
ません。

≪対象≫13歳未満の幼児・児童1人につき1個
（他の助成と併用不可）≪助成期間≫平成25年
3月31日まで≪助成額≫「SGマーク」付きの
ヘルメット1個につき、1,000円（協力店で購
入する際に助成額を差し引きます）。申くらし

安全課または協力
店にある申請書
（市ホームページ
からダウンロード
可）を記入し、住
所と本人確認がで
きる書類、印鑑を
持って協力店へ。

≪対象≫６歳未満の幼児を２人以上養育し、次
の講習会のいずれかに参加した方≪講習会≫５
月27日＝厚木小学校、６月15日＝睦合西公民館、
６月16日＝荻野公民館≪助成額≫購入費の２分
の１（限度額31,000円）。申電話またはファクス、

Eメールに〒住
所、氏名、電話番
号、講習会の日程、
参加する子どもの
氏名と年齢、人数
を書き５月７日か
ら18日までにくら
し安全課へ。 

厚木西高入口

玉川
小野橋

至
本
厚
木
駅

森
の
里 至

愛
名

若宮橋

若宮公園

会場

文

若宮公園

あつぎつつじの丘公園
（上古沢緑地）
あつぎつつじの丘公園
（上古沢緑地）

臨時駐車場
（日産）

厚木西高入口
臨時駐車場
（富士通）

問公園緑地課☎225局2412

４月１日
施行

　子どもたちを自転車や自動車に乗車中の交通事故から守るため、チャイルドシー
トや自転車ヘルメット、幼児2人同乗用自転車の購入費の一部を助成します。事故
が起こる前に安全対策を実施しましょう。詳しくは市ホームページをご覧ください。

交通事故から子どもを守ろう

子どもの安全に３つの助成
チャイルドシート 幼児・児童用自転車ヘルメット 幼児2人同乗用自転車

市民参加
条例が
スタート

いつ市民参加するの？

　市が、条例や基本的な計画な
どの重要な政策を検討する段階
で参加していただき、素案など
に対して意見などを提出してい
ただきます。

今後の取り組みは？

　市民の皆さんが参加しやすく
なるように、平成24年度の市民
参加の手続の実施予定をまと
め、今後の広報あつぎでお知ら
せします。

市民参加って何？

　市民が市政に関して意見など
を提出し、その意見を反映する
ことによって、市民の意思に基
づいたまちづくりを推進するこ
とを言います。

どのようにして参加するの？

　市の求めに応じて、重要な政
策の検討など、市民会議やワー
クショップなどへの参加、パブ
リックコメント手続を通じて意
見などを提出していただきます。

日時●４月21日㊏・22日㊐10時～16時
会場●若宮公園・自由広場（雨天実施）

　市民が主体のまちづくりを進めるためのルールを定めた「市民参加条
例」を平成24年４月1日に施行しました。今回は、条例の概要を紹介。
詳しくは、広報あつぎ５月１日発行号に掲載します。

《緑に親しもう教室》
21日=緑のコケ玉作り。22日=押
し花教室。①11時～②14時～。各
回20人｡ 参加費100円｡ 　公園緑
地課へ。申し込み順。

申

《両日開催》●植木市、草花の苗、野菜
苗の販売●花と緑のステージ①11時30分
～13時②13時30分～15時。ダンス、コー
ラス、楽曲演奏など●スタンプラリー●
木工教室●骨

こ っ

董
と う

市（原っぱ広場）●みど
りの募金協力者に堆肥をプレゼント、10
時～16時。1日800袋（1人2袋まで）。
《21日》●スマイルプリキュアショー①10
時30分～②15時～●ものまねショー、13
時～
《22日》●特命戦隊ゴーバスターズショー
①10時30分～②15時～●大道芸、13時～

《主な催し》

CATV4/1～放送
あつぎ 元気Wave


